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商
業
政
策
の
基
礎
（
二
）
商
業
政
策
学
の
系
譜
－
　
体
系
、
文
献
及
び
方
法
　
－
川
田
俊
昭
Q
u
i
 
b
e
n
e
 
d
i
s
t
i
n
g
u
i
t
,
 
b
e
n
e
 
d
o
c
e
t
.
「
よ
く
弁
別
す
る
者
は
よ
く
教
ゆ
。
」
（
W
・
ゾ
ム
バ
ル
ト
「
三
つ
の
経
済
学
」
よ
り
）
一 嘗
っ
て
、
竹
内
謙
二
氏
は
、
そ
の
著
「
商
業
政
策
」
（
昭
和
五
年
改
造
杜
版
経
済
学
全
集
第
十
六
巻
）
の
冒
頭
、
次
の
様
に
述
べ
ら
れ
た
。
商
業
政
策
学
の
系
譜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
経
蛍
と
経
済
七
六
「
『
商
業
政
策
』
の
扱
方
は
様
々
に
し
て
、
未
だ
一
定
の
シ
ス
テ
ム
あ
る
訳
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
先
づ
商
業
の
本
質
を
論
じ
、
次
に
対
内
及
び
対
外
商
業
政
策
に
分
説
す
る
方
法
も
あ
る
。
或
は
『
商
業
政
策
』
と
言
う
題
の
下
に
、
専
ら
対
外
商
業
政
策
の
み
を
取
扱
い
、
対
内
商
業
政
策
に
は
全
然
触
れ
ぬ
方
法
も
あ
る
。
或
は
又
『
国
際
貿
易
』
と
言
う
表
題
の
下
に
、
二
部
に
分
ち
、
第
一
に
「
対
外
商
業
政
策
』
を
説
き
、
第
二
に
『
国
際
貿
易
の
理
論
』
を
扱
う
方
法
も
あ
る
。
カ
ッ
セ
ル
教
授
、
ジ
l
ド
教
授
の
如
き
は
即
ち
こ
の
方
法
を
採
る
も
の
で
あ
る
。
今
割
当
て
ら
れ
た
る
頁
数
以
内
に
お
い
て
、
商
業
の
本
質
、
対
内
な
ら
び
に
対
外
商
業
、
お
よ
び
国
際
貿
易
の
理
論
ま
で
も
、
叙
述
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
勢
い
甚
だ
広
く
且
つ
浅
き
粗
描
に
終
る
で
あ
ろ
う
。
よ
っ
て
私
は
興
味
の
中
心
を
或
一
方
面
に
集
中
し
よ
う
と
考
え
る
。
す
な
わ
ち
カ
ッ
セ
ル
、
ジ
l
ド
教
授
等
の
採
る
万
法
と
叙
述
の
仕
方
と
を
参
考
と
し
て
、
而
も
そ
の
中
専
ら
「
対
外
商
一
通
り
業
政
策
』
に
限
り
述
べ
よ
う
と
思
う
。
」
「
商
業
政
策
」
(
学
)
の
方
法
に
関
す
る
限
り
、
氏
の
斯
か
る
観
察
乃
至
考
察
が
か
な
り
一
般
的
に
し
て
八
便
宜
的
V
な
妥
当
性
を
有
つ
こ
と
、
従
っ
て
例
え
ば
、
竹
内
氏
よ
り
ま
さ
に
三
十
年
を
経
た
今
日
、
桑
原
晋
氏
の
「
商
業
政
策
」
(
昭
和
三
十
五
年
戦
後
吾
固
に
お
け
る
「
商
業
政
策
」
と
銘
打
っ
た
唯
一
の
出
版
)
に
お
い
て
、
全
く
同
様
の
観
点
が
踏
襲
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
(
同
書
一
四
|
五
頁
)
又
、
故
な
し
と
し
な
い
。
私
も
又
、
私
自
身
の
片
々
徴
々
た
る
研
究
に
照
し
て
、
商
業
政
策
(
学
)
に
関
す
る
斯
か
る
視
点
の
一
般
的
妥
当
性
を
ー
ー
か
な
り
の
便
宜
性
に
於
て
で
は
あ
る
が
|
|
肯
定
、
確
信
す
る
者
で
あ
る
。
即
ち
|
|
今
日
に
し
て
尚
「
「
商
業
政
策
」
の
扱
方
は
様
々
に
し
て
、
未
だ
一
定
の
シ
ス
テ
ム
あ
る
訳
で
は
な
い
」
乙
と
。
商
業
政
策
に
分
説
す
る
方
法
:
:
:
一
商
業
政
策
一
と
言
う
題
の
下
に
、
専
ら
対
外
商
業
政
策
の
み
を
取
扱
い
、
対
内
商
業
政
策
に
は
商
業
政
策
の
諸
学
説
を
、
主
要
に
し
て
体
系
的
な
も
の
に
限
定
す
る
場
合
、
「
先
づ
商
業
の
本
質
を
論
じ
、
次
に
対
内
及
び
対
外
全
然
触
れ
ぬ
方
法
:
:
:
「
国
際
貿
易
』
と
言
う
表
題
の
下
に
、
二
部
に
分
ち
、
第
一
に
『
対
外
商
業
政
策
て
伊
』
説
き
、
第
二
に
「
国
際
貿
易
の
理
論
』
を
扱
う
万
法
:
:
:
」
と
し
て
夫
々
特
徴
的
に
例
示
さ
れ
得
る
こ
と
c
ω
し
か
も
竹
内
氏
が
例
証
と
し
て
示
さ
れ
た
八
三
つ
の
方
法
V
は
、
更
に
そ
の
地
位
が
強
調
さ
れ
得
る
こ
と
。
換
言
す
れ
ば
商
業
政
策
の
主
要
学
説
|
|
「
商
業
政
策
の
諸
体
系
」
を
八
方
法
上
V
、
原
理
上
弁
別
す
れ
ば
、
大
略
三
つ
の
典
型
に
分
ち
得
る
こ
と
。
ω
如
上
の
考
慮
は
、
今
日
も
又
妥
当
性
を
も
つ
こ
と
。
依
然
と
し
て
有
効
で
あ
る
乙
と
。
も
っ
と
も
、
私
見
に
よ
れ
ば
、
竹
内
氏
の
見
解
に
は
修
正
乃
至
補
正
さ
る
べ
き
若
干
の
項
目
が
あ
る
。
即
ち
|
|
)
 
4
・・A
，.‘、
八
第
一
の
方
法
V
と
い
う
べ
き
|
|
「
先
づ
商
業
の
本
質
を
論
じ
、
次
に
対
内
及
び
対
外
商
業
政
策
に
分
説
す
る
方
法
」
に
お
け
(2) 
る
「
商
業
の
本
質
」
論
と
は
、
そ
の
実
「
対
内
商
業
」
本
質
論
を
出
づ
る
も
の
で
な
い
ζ
と。
八
第
二
の
方
法
V
と
い
う
べ
L
A
-
-
「
「
商
業
政
策
』
と
言
う
題
の
下
に
、
専
ら
対
外
商
業
政
策
の
み
を
取
扱
い
、
対
内
商
業
政
策
に
は
全
然
触
れ
ぬ
方
法
」
も
、
そ
の
実
、
対
内
商
業
本
質
論
(
商
業
本
質
論
)
を
基
礎
と
し
て
い
た
こ
と
。
事
実
、
対
内
商
業
へ
の
言
及
を
怠
ら
ず
、
又
怠
り
得
な
か
っ
た
方
法
上
の
八
必
然
性
V
を
有
し
て
い
た
こ
と
。
(3) 
八
第
三
の
方
法
V
と
い
う
べ
く
|
|
「
「
国
際
貿
易
』
と
言
う
表
題
の
下
に
、
二
部
に
分
ち
、
第
一
に
『
対
外
商
業
政
策
』
を
説
き
、
第
二
に
「
国
際
貿
易
の
理
論
』
を
扱
う
方
法
」
は
、
む
し
ろ
第
一
に
「
国
際
貿
易
の
理
論
」
、
第
二
に
「
対
外
商
業
政
策
」
、
即
ち
「
理
論
」
が
「
政
策
」
に
先
行
し
、
前
提
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
こ
と
。
又
そ
こ
に
方
法
上
の
必
然
性
が
あ
っ
た
こ
と
。
而
し
て
更
に
G
・
カ
ッ
セ
ル
(
叶
町
。
。
円
。
t
z
F
o
ω
。
N
E
E
-
gロ。
B
芯
・
↓
∞
一
∞
)
、
。
E
E
g
o
-
-
∞
∞
ム
)
以
上
に
良
き
一
般
的
典
型
が
他
に
あ
っ
た
乙
と
。
c
・
ジ
l
ド
(
司
ユ
ロ
立
句
。
ω
円
ふ
。
。
ロ
。
B
芯
(4) 
き
れ
、 「
カ
ッ
セ
ル
、
ジ
l
ド
教
授
等
の
採
る
方
法
と
叙
述
の
仕
方
と
を
参
考
」
と
さ
れ
乍
ら
、
し
か
も
「
国
際
貿
易
の
理
論
」
を
没
却
「
専
ら
『
対
外
商
業
政
策
』
に
限
り
述
べ
よ
う
」
と
さ
れ
る
乙
と
が
、
実
は
第
三
の
方
法
の
誤
認
乃
至
そ
の
価
値
の
無
視
を
商
業
政
紫
学
の
系
譜
七
七
経
営
と
経
済
意
味
す
る
こ
と
。
ω
「
割
当
て
ら
れ
た
る
頁
数
以
内
に
お
い
て
、
商
業
の
本
質
、
対
内
な
ら
び
に
対
外
商
業
、
お
よ
び
国
際
貿
易
の
理
論
ま
で
も
、
通
り
叙
述
し
よ
う
」
と
(
意
思
)
さ
れ
た
こ
と
。
換
言
す
れ
ば
折
角
の
第
一
、
第
二
、
第
三
の
方
法
を
そ
の
弁
別
以
前
の
状
態
|
|
-t; 
7¥ 
八
混
沌
V
に
戻
そ
う
と
さ
れ
た
乙
と
口
そ
う
し
よ
う
と
さ
れ
〉
ば
、
文
字
通
り
「
そ
れ
は
勢
い
甚
ピ
広
く
且
つ
浅
き
組
描
に
終
る
で
あ
ろ
う
。
」
そ
れ
は
竹
内
氏
の
み
に
限
ら
ず
、
商
業
政
策
学
者
の
通
弊
で
あ
る
(
と
私
は
信
じ
る
)
が
i
1
そ
れ
が
た
め
商
業
政
策
の
概
念
を
、
殊
に
そ
の
発
生
的
根
拠
に
お
い
て
、
或
は
方
法
的
(
論
理
的
)
根
拠
に
お
い
て
極
め
て
暖
味
模
糊
た
ら
し
め
る
。
|
|
商
業
政
策
(
学
)
の
解
体
。
そ
れ
は
恰
も
吾
固
に
お
け
る
「
経
済
原
論
」
、
「
経
済
学
史
」
な
る
珍
学
科
の
八
何
で
も
や
主
義
V
、
八
百
貨
主
義
V
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
万
法
(
思
考
形
式
)
上
、
異
る
種
類
、
性
格
の
も
の
冶
八
常
識
的
V
混
靖
は
、
八
学
問
V
の
名
に
お
い
て
飽
迄
乙
れ
を
避
く
べ
き
で
あ
る
。
I
・
カ
ン
ト
の
謂
う
、
「
諸
学
の
限
界
が
混
請
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
学
問
の
増
大
で
は
な
く
し
て
崎
形
化
で
あ
る
よ
商
業
政
策
(
学
)
の
八
歴
史
V
を
尋
ね
る
な
ら
ば
、
五
口
々
は
果
し
な
き
人
間
思
想
の
瞭
野
を
遠
く
初
径
う
こ
と
冶
な
ろ
う
。
ま
し
て
そ
の
八
体
系
V
を
求
め
る
こ
と
は
到
底
不
可
能
と
い
っ
て
差
支
え
な
い
。
カ
ン
ト
流
に
も
じ
れ
ば
、
五
口
々
の
認
識
界
の
認
識
界
も
「
広
漠
と
加
う
る
に
商
業
政
策
(
学
)
が
、
重
要
な
意
味
で
は
、
商
業
学
(
貿
易
論
)
、
経
し
て
荒
れ
狂
う
大
洋
に
固
ま
れ
た
る
弧
島
で
あ
る
。
」
済
学
(
国
際
経
済
学
)
、
経
済
政
策
学
、
そ
の
他
所
謂
「
経
国
済
民
」
の
学
|
|
の
原
初
形
態
と
し
て
在
っ
た
歴
史
的
事
情
が
一
層
そ
の
困
難
を
助
長
す
る
。
ー
l
l
A
・
ス
ミ
ス
の
経
済
学
が
重
商
主
義
批
判
を
端
緒
し
た
乙
と
を
想
え
。
し
か
も
「
五
口
々
は
、
屡
々
居
も
し
な
い
黒
猫
を
見
つ
け
よ
う
と
し
て
、
暗
闇
の
中
を
捜
し
回
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
」
カf
「
混
沌
の
な
か
に
科
学
は
あ
り
得
な
い
よ
従
っ
て
私
は
、
一
見
極
め
て
安
易
乍
ら
、
方
法
上
、
便
宜
上
の
措
置
と
し
て
、
「
商
業
政
策
」
(
出
向
富
島
巴
名
0
5
-
w
-
g
B
B
2巳
巳
句
。
-
古
可
)
と
銘
打
っ
た
文
献
に
そ
の
始
源
を
求
め
、
し
か
も
「
商
業
政
策
学
」
の
名
に
値
す
る
体
系
的
、
模
範
的
な
そ
れ
を
手
掛
り
と
し
て
、
今
日
に
至
る
商
業
政
策
(
学
)
の
系
譜
を
綜
観
、
粗
描
(
ス
ケ
ッ
チ
)
し
た
い
。
一
九
O
O
年
よ
り
一
九
三
0
年
代
に
か
け
て
出
版
さ
れ
た
「
商
業
政
策
」
の
八
体
系
的
取
扱
い
V
、
乃
至
八
名
著
V
と
言
わ
る
べ
き
決
定
的
な
も
の
を
三
つ
挙
げ
る
な
ら
ば
|
|
-
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=
t
w
而
し
て
こ
の
問
、
商
業
政
策
(
学
)
の
基
礎
は
一
応
固
ま
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
。
所
調
商
業
政
策
(
学
)
の
「
古
典
」
で
あ
る
。
方
法
上
、
原
理
上
ブ
乙
の
学
問
の
有
つ
あ
ら
ゆ
る
可
能
性
は
一
応
検
証
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
良
か
れ
悪
し
か
れ
、
今
日
に
至
る
そ
の
発
展
の
方
途
も
八
法
則
V
と
し
て
定
礎
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ら
三
著
が
八
第
一
の
方
法
V
、
八
第
二
の
方
法
V
、
八
第
三
の
方
法
V
を
、
夫
々
代
表
す
る
の
で
あ
る
。
「
方
今
商
業
政
策
に
関
す
る
一
部
の
纏
り
た
る
名
著
と
し
て
は
、
先
づ
米
人
『
フ
ィ
ス
ク
』
氏
の
H
E
2ロ
州
三
。
ロ
巳
ゎ
。
B
5
2巳
包
司
己
目
立
2
と
填
人
『
グ
ル
ン
ツ
ェ
ル
」
氏
の
∞
3
Z
B
品
。
同
国
防
ロ
仏
巴
唱
。
E
停
と
を
挙
げ
ざ
る
を
得
ず
。
」
|
|
と
は
明
治
四
十
五
年
(
一
九
一
二
)
、
松
崎
寿
氏
の
「
解
説
フ
ィ
ス
ク
氏
商
業
政
策
」
序
言
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
.
ラ
l
l
|
R
・
F
・
ハ
ロ
ッ
ド
、
B
・
ォ
l
リ
ン
と
共
に
「
近
代
貿
易
理
論
を
代
表
す
る
」
|
|
の
「
名
著
」
更
に
私
は
ハ
l
パ
U
O円
rM件。円ロ
ω
立。ロ
ω-o
商
業
政
策
学
の
系
譜
七
九
経
営
と
経
済
7¥ 
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国
自
円
四
Z
i
-
-
そ
れ
を
「
商
業
政
策
の
著
書
」
と
見
る
こ
と
に
異
議
あ
る
人
も
決
し
て
少
く
な
い
と
推
う
が
ー
ー
を
附
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
完
全
を
期
し
た
の
で
あ
る
。
尚
グ
ル
ン
ツ
ェ
ル
に
つ
い
て
は
開
。
。
ロ
。
百
戸
。
司
円
。
同
ゅ
の
昨
日
。
ロ
ω
-
2
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(
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u
一回)
そ
の
他
が
あ
り
、
フ
ィ
ス
ク
に
つ
い
て
は
彼
の
死
後
同ロ件。
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(
一
∞
ω∞
P
・S
-
パ
l
ス
に
よ
る
同
書
の
改
訂
(
一
九
二
三
)
が
行
わ
れ
た
こ
と
、
副
題
d
ヱ
吾
=
ω
ω
℃
U
2
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ロ
件
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又
ハ
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ラ
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同
書
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訳
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B
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F
W
(
一∞ωk干
)
が
あ
る
こ
と
も
必
須
の
参
考
と
い
え
よ
う
。
而
し
て
今
日
吾
々
が
八
新
し
い
V
商
業
政
策
(
学
)
の
八
体
系
的
V
著
書
を
求
め
る
な
ら
ば
、
「
商
業
政
策
」
書
の
霧
散
、
消
滅
し
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
で
あ
ろ
う
o
l
l
s戦
後
ド
イ
ツ
に
お
け
る
国
ω
ロ
仏
己
唱
。
言
停
「
教
科
書
」
の
復
活
は
、
特
殊
な
ケ
l
ス
と
し
て
こ
れ
を
問
わ
な
い
。
果
し
て
、
商
業
政
策
(
学
)
は
一
塵
も
止
め
ず
消
滅
し
尽
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
否
!
む
し
ろ
グ
ル
ン
ツ
ェ
ル
I
l
-
-
フ
ィ
ス
ク
|
|
ハ
l
バ
ラ
!
と
発
展
し
て
来
た
最
後
の
様
態
た
る
ハ
l
バ
ラ
l
の
方
法
が
、
更
に
洗
練
さ
れ
、
そ
の
適
用
の
範
域
を
も
広
く
深
く
地
歩
を
固
め
来
っ
た
こ
と
を
発
見
す
る
で
あ
ろ
う
。
即
ち
八
貿
易
理
論
及
び
貿
易
政
策
V
と
し
て
の
貿
易
論
、
即
ち
「
外
国
貿
易
論
」
、
「
国
際
貿
易
論
」
又
は
「
国
際
経
済
学
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
〉
現
代
的
誕
生
が
そ
れ
で
あ
る
。
諸
多
の
文
献
中
、
一
方
「
理
論
」
、
他
方
「
政
策
」
よ
り
斯
か
る
八
新
し
い
も
の
V
に
迫
る
好
個
の
手
立
と
し
て
は
ー
ー
ー
ω・
開
ロ
w
o
ω
ロ門同〈・
ω巳
02w一
回
ロ
件
。
門
口
ω立
。
ロ
巴
開
。
。
ロ
。
B
-
n
p
ω
円品。円四・
3ω
，「・
可
制
凶
円
仲
〈
・
ハ
リ
。
B
B
2
n
F巳
。
。
znu可
同
州
・
開
・
回
。
己
門
出
ロ
聞
い
司
ユ
ロ
己
主
。
。
同
開
。
。
ロ
。
自
芯
司
。
ロ
。
u
ご
一
ω
∞・
わ
H
M
M
凶
匂
・
コ
・
ハ
U
。
B
B
O円
三
巴
司
。
znM可
ω
ロ
円
四
百
件
。
2
5
z。
ロ
巳
。
。
。
ロ
。
自
芯
ω
そ
し
て
吾
々
の
所
調
八
古
典
V
と
八
新
し
い
も
の
V
と
の
間
に
あ
っ
た
も
の
、
換
言
す
れ
ば
八
過
渡
的
な
も
の
V
、
そ
れ
を
代
表
す
る
も
の
と
し
て
は
|
|
ゎ
・
司
・
回
ω丘何回
Z
O
一、
H
，
F
。
ハ
い
。
B
B。
足
。
。
同
zm昨日。ロ
ω・一∞
2
・
司・
4
司
・
叶
ω
ロ
ω
片
岡
い
司
3
0
叶円
ω
島市
Y
叶
F
A川、
H
，
R
F『
問
自
己
問
。
己
目
】
円
。
。
芹
ア
一
∞
Mω
・
司
・
開
c-oロ
σロ
円
聞
い
〉
ロ
ω
ゆロ
Hgロ
円
四
巴
ロ
ロ
向
日
〉
ロ
ω
。ロ四回
ω
ロ
内
田
市
川
宮
句
。
-FZF
↓∞
Mω
・
国
・
同
・
国
ogmwO
同
一
わ
。
ロ
可
o
-
。
片
岡
ロ
件
。
円
ロ
ω昨
日
。
ロ
巳
吋
円
相
凶
円
四
0
・
一
∞
ω
・
同
時
期
(
と
い
う
こ
と
は
、
欧
米
よ
り
一
期
八
流
行
V
が
遅
れ
て
ー
ー
の
意
)
の
本
邦
文
献
と
し
て
は
|
|
関
「
商
業
経
済
政
策
」
(
明
治
三
十
九
年
)
津
村
秀
松
「
商
業
政
策
」
(
明
治
四
十
四
年
)
上
田
貞
次
郎
「
商
業
政
策
」
(
昭
和
五
年
)
平
野
常
治
「
商
業
政
策
概
論
」
(
昭
和
十
二
年
)
戦
後
の
も
の
と
し
て
は
、
前
述
せ
る
桑
原
晋
「
商
業
政
策
」
豊
吉
「
貿
易
政
策
体
系
」 (
昭
和
三
十
五
年
)
の
他
に
油
本
(
岡
和
二
十
四
年
)
向
井
鹿
松
「
外
国
貿
易
論
入
門
」
「
乙
の
書
は
エ
ン
ケ
の
著
書
に
よ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
」
(
回
和
二
十
四
年
)
い
づ
れ
も
戦
後
の
出
版
乍
ら
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
「
商
業
」
、
「
貿
易
」
(
国
際
商
業
)
の
象
徴
す
る
、
八
古
典
V
三
著
へ
の
対
照
は
実
に
見
事
な
も
の
で
あ
る
。
即
ち
桑
原
氏
の
そ
れ
が
グ
ル
ン
ツ
ェ
ル
に
、
油
本
氏
が
フ
ィ
ス
ク
に
、
向
井
氏
が
ハ
l
パ
ラ
乙
れ
ら
三
著
は
、
ー
に
夫
々
最
も
近
い
八
方
法
V
を
採
っ
て
い
る
ー
ー
と
い
う
乙
と
が
出
来
る
か
ら
で
あ
る
。
商
業
政
策
学
の
来
譜
y、
経
営
と
経
済
入
八
第
一
の
方
法
V
を
代
表
す
る
グ
ル
ン
ツ
ェ
ル
「
商
業
政
策
体
系
」
(
∞
三
件
。
自
色
。
同
国
ωロ
向
日
巴
告
。
-
Z
F
W
)
は
、
第
一
篇
「
圏
内
商
(
E
5
2
出
g品
。
-
名
0
5跨
)
、
第
二
篇
「
外
国
商
業
政
策
」
頁
数
に
し
て
も
第
一
篇
と
第
二
篇
は
半
々
で
あ
る
。
第
一
篇
就
中
開
E
Z伊
丹
ロ
ロ
聞
の
諸
項
目
は
|
|
業
政
策
」
(
帥
5
8門
出
ω
ロ品。
-ω
句
。
】
伊
丹
跨
)
に
分
た
れ
て
い
る
。
|
|
I 
商
業
及
び
商
業
政
策
(
国
g
含
-
cロ
仏
国
g色
巴
名
o
E
F
W
)
商
業
の
概
念
及
び
意
義
2 
商
業
の
変
様
3 
商
業
政
策
の
課
題
E 
商
業
の
発
達
古
代
の
商
業
2 
新
時
代
の
商
業
3 
現
代
の
世
界
貿
易
即
ち
グ
ル
ン
ツ
ェ
ル
の
商
業
観
、
商
業
本
質
論
が
乙
、
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。
而
し
て
「
序
論
に
お
い
て
与
え
ら
れ
た
概
念
規
定
に
基
き
、
そ
の
範
障
に
入
っ
て
く
る
現
象
を
体
系
。
つ
け
よ
う
と
す
る
理
論
は
、
最
初
に
規
定
せ
ら
れ
た
概
念
に
よ
っ
て
そ
の
方
法
な
ら
び
に
内
容
が
決
定
せ
ら
れ
る
。
」
|
|
私
が
序
論
乃
至
概
念
規
定
を
八
方
法
上
V
尊
重
す
る
所
似
で
あ
る
。
「
概
念
規
定
は
序
論
で
あ
る
と
と
も
に
結
論
で
あ
る
。
」
〈
第
二
の
方
法
V
の
フ
ィ
ス
ク
「
国
際
商
業
政
策
」
(
同
E
2ロ
ω巴
。
ロ
巳
わ
。
B
B
2巳
巳
可
。
ロ
巳
2
)
、
殊
に
そ
の
第
一
章
吉
可
。
品
・
C
2
F
O
ロ
は
、
グ
ル
ン
ツ
ェ
ル
の
何
百
芯
伊
丹
ロ
ロ
m
に
酷
似
し
て
い
る
。
即
ち
l
i
2 
概商
業
の
意
義
説
3 
商
業
の
客
体
4 
商
業
の
分
類
5 
商
業
の
政
治
学
6 
商
業
の
政
治
的
規
制
7 
古
代
商
業
の
一
般
的
性
格
8 
古
代
商
業
の
発
達
9 
中
世
の
商
業
政
策
10 
商
業
の
発
達
宜
な
る
か
な
、
フ
ィ
ス
ク
は
そ
の
序
文
に
於
て
言
う
、
「
著
者
は
グ
ル
ン
ツ
ェ
ル
氏
の
名
著
∞
可
ω
Z
B
品
。
同
国
ωロ
宏
一
】
名
。
E
符
に
負
う
所
が
砂
く
な
い
」
と
。
も
っ
と
も
、
フ
ィ
ス
ク
の
場
合
、
全
篇
が
関
税
政
策
論
、
貿
易
制
度
論
等
を
中
心
と
す
る
「
外
国
商
業
政
策
'
一
論
即
ち
八
貿
易
政
策
論
V
で
あ
る
。
そ
れ
は
恰
も
「
貿
易
論
と
い
え
ば
、
貿
易
、
為
替
取
引
の
実
務
書
か
関
税
政
策
論
か
で
あ
っ
た
」
数
十
年
前
の
学
問
的
情
況
と
一
種
共
通
す
る
も
の
(
一
種
の
暗
示
)
を
含
ん
で
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
ハ
l
パ
ラ
ー
へ
の
途
は
フ
ィ
ス
ク
(
本
邦
で
は
、
近
年
乍
ら
、
平
岡
謹
之
助
「
貿
易
政
策
論
」
昭
和
三
十
一
年
或
は
フ
ィ
ス
ク
的
な
も
の
、
例
え
ば
巧
・
国
・
国
2
2
E
m
o
g品
。
5
2
ω
口
、
吋
2
5
p
叶
F
O
ハ
U
2
0
回
目
B
E
o
p
Mロ
仏
包
・
一
∞
ωM・
が
そ
の
著
し
い
典
型
で
あ
る
)
に
お
い
て
既
に
半
ば
聞
か
れ
て
い
た
ー
ー
と
い
う
こ
と
が
出
来
る
。
商
業
政
策
学
の
系
譜
7¥ 
経
営
と
経
済
人
四
際
貿
易
の
理
論
」
用
理
論
」
と
副
題
)
で
あ
る
。
八
第
三
の
方
法
V
た
る
ハ
l
パ
ラ
l
「
国
際
貿
易
」
(
口
広
吋
Z
。円
F
O
円四
2
百件。円
g
t
o
g
-
oロ
国
S
品。
-ω)
、
第
二
篇
「
貿
易
政
策
」
(
乃
至
「
国
際
商
業
」
ロ
2
百
件
。
円
ロ
ω
立
。
ロ
ω-o
同
州
百
円
凶
作
-
)
は
、
第
一
篇
「
国
(国
ω
ロ品。
-ω
旬。
z
t
w
ー「
応
ハ
l
パ
ラ
!
の
何
百
Z
=ロ
m
は
l
l
l
I 
国
際
貿
易
の
概
念
規
定
古
典
派
理
論
2 
資
本
及
び
労
働
の
国
家
的
被
拘
束
性
3 
古
典
派
概
念
規
定
に
対
す
る
反
対
4 
他
の
概
念
規
定
E 
政
策
家
の
立
場
か
ら
の
国
内
商
業
と
外
国
商
業
国
際
貿
易
理
論
と
一
般
経
済
理
論
と
の
関
係
5 
一
般
理
論
の
特
殊
と
し
て
の
国
際
貿
易
理
論
2 
以
下
の
研
究
へ
の
計
画
即
ち
ハ
l
パ
ラ
i
の
場
合
、
前
二
者
に
比
し
特
徴
的
な
こ
と
は
、
理
論
た
る
や
巳
-
m
o
E
EロO
ロ
割
目
立
ωの
『
ω止丘四回
g
z
o
ω
八
理
論
V
が
八
政
策
V
に
先
行
す
る
こ
と
、
し
か
も
ω
そ
の
(
一
般
経
済
理
論
)
の
「
一
特
殊
化
」
と
し
て
あ
る
こ
と
ー
ー
で
あ
る
。
而
し
て
以
上
二
点
に
関
す
る
限
り
、
R
・v
・d
-
ボ
ル
ヒ
ト
|
|
国
ωロ
品
己
ω勺。
z
t
w
-
Z
F
Z
の
開
拓
者
の
一
人
、
グ
ル
ン
ツ
ェ
ル
の
先
駆
者
、
フ
ィ
ス
ク
に
と
っ
て
は
グ
ル
ン
ツ
ェ
ル
同
様
模
倣
の
的
と
な
っ
た
人
l
lの
が、
ω
第
一
篇
「
商
業
」
論
、
第
二
篇
「
商
業
政
策
」
論
で
あ
り
、
し
か
も
ω
第
一
篇
の
理
論
が
商
業
経
済
学
の
そ
れ
で
あ
る
こ
と
出
向
富
島
巴
ロ
ロ
仏
国
ω
ロ品。
-
2
。o
z
z
w
(一∞∞∞)
ー
ー
と
全
く
対
照
的
で
あ
る
。
尚
ボ
ル
ヒ
卜
に
お
け
る
第
二
篇
の
大
綱
は
l
j
2 
一
般
商
業
政
策
圏
内
商
業
政
策
外
国
商
業
政
策
以
上
、
グ
ル
ン
ツ
ェ
ル
、
フ
ィ
ス
ク
、
3 
ボ
ル
ヒ
ト
「
商
業
及
び
商
業
政
策
」
(
一
入
九
九
)
学
一
sssswsww一
業
一
国
内
5
8門
戸
。
一
商
一
l
l
・
-
対
内
同
MO--zw
対
外
同
】
o-ご一口同
ハ
!
?
フ
l
三
者
の
関
係
を
、
ボ
ル
ヒ
卜
の
場
合
も
加
え
、
簡
単
に
表
示
す
れ
ば
l
l
グ
ル
ン
ヅ
ェ
ル
「
商
業
政
策
体
糸
」
こ
九
O
一
)
対
内
炉ー-
t;" 
対
外
同
】
O
戸
伊
丹
F
W
但
し
斜
線
白
部
分
は
概
念
規
定
に
関
わ
る
本
質
論
|
|
国
内
外
を
問
わ
ず
「
商
業
の
本
質
、
形
態
を
論
じ
た
も
の
」
商
業
政
策
学
の
系
譜
フ
イ
ス
グ
「
国
際
商
業
政
策
」
(
一
九
O
七
)
ハ
1
パ
ラ
1
「
国
際
貿
易
」
(
一
九
三
三
)
I~ = 
I~ 最 j
，...." 
SS5 
si 
ls; 
感
経済学→
対
外
旬
。
-
一
-
同
時
W
外、
五
経
蛍
と
経
済
人
/、
四
商
業
政
策
と
は
何
か
。
平
野
氏
「
商
業
政
策
概
論
」
第
二
章
第
四
節
「
商
業
政
策
の
意
義
及
び
体
系
」
|
|
「
商
業
政
策
と
は
、
国
家
が
、
国
民
の
経
済
生
活
の
維
持
発
展
の
た
め
に
、
内
外
の
商
業
(
国
内
商
業
及
び
国
際
貿
易
)
に
対
し
て
(
同
書
五
十
四
頁
)
に
よ
れ
ば
直
接
的
に
施
す
所
の
手
段
の
総
体
を
云
う
。
」
商
業
政
策
の
八
政
策
主
体
V
は
「
国
家
」
で
あ
り
、
八
政
策
目
的
V
が
「
国
民
の
経
済
生
活
の
維
持
発
展
」
、
よ
っ
て
商
業
政
策
|
|
「
そ
の
主
体
及
び
目
的
は
一
般
経
済
政
策
と
共
通
で
あ
る
。
」
市
し
て
政
策
目
的
|
|
「
八
吾
々
の
欲
す
る
も
の
は
何
か
V
(目
標
)
の
究
明
は
、
社
会
科
学
の
領
域
を
越
え
て
倫
理
学
の
分
野
に
入
っ
て
し
ま
う
よ
そ
れ
が
「
公
共
の
福
祉
」
(
G
・v
-
シ
ュ
モ
ラ
l
)
で
あ
れ
、
「
経
済
的
厚
生
」
で
あ
れ
、
「
人
間
活
動
の
究
極
目
標
を
評
価
す
る
こ
と
は
社
会
科
学
の
仕
事
で
は
な
い
。
」
(
ボ
l
ル
デ
ィ
ン
グ
前
掲
書
二
頁
)
M
・
ウ
ェ
l
パ
!
の
言
葉
を
用
い
れ
ば
乙
う
で
あ
る
l
l
「
経
験
科
学
は
何
人
に
も
何
を
為
す
べ
き
か
を
教
え
る
こ
と
は
出
来
ず
、
た
だ
彼
が
何
を
為
し
得
る
か
、
及
び
|
|
事
情
に
よ
っ
て
は
l
l何
を
意
欲
し
て
い
る
か
を
教
え
る
こ
と
が
出
来
る
に
過
ぎ
な
い
よ
(
g
o
o
z
o
E
z
z
g
g巴
丘
三
ω
ω
g
ω
与
え
さ
や
F
O
円
ロ
ロ
門
田
ω。
Nrw戸間
》
0
2
2
ω
の
F
O
同
開
ユ
円
。
ロ
ロ
片
岡
ユ
タ
コ
山
口
九
千
)
「
目
的
に
関
す
る
論
評
、
即
ち
人
々
の
正
し
い
欲
求
の
対
象
は
何
か
と
い
う
議
論
は
、
科
学
者
の
領
分
と
い
う
よ
り
哲
学
者
或
は
神
学
者
の
領
分
な
の
で
あ
る
こ
|
|
ボ
l
ル
デ
ィ
ン
グ
は
「
経
済
的
進
歩
」
、
経
済
的
安
定
」
、
「
経
済
的
正
義
」
、
「
経
済
的
自
由
」
の
四
つ
の
「
目
標
」
を
掲
げ
て
い
る
が
。
同
様
に
し
て
八
政
策
主
体
V
自
体
の
分
析
、
即
ち
「
政
策
に
関
り
を
も
っ
人
々
の
組
織
或
は
集
団
は
い
か
な
る
性
格
の
も
の
か
」
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
政
治
学
、
社
会
学
等
他
の
部
門
科
学
の
領
域
に
属
す
る
。
斯
く
て
八
政
策
手
段
V
l
|政
策
客
体
に
対
し
て
「
直
接
的
に
施
す
所
の
手
段
の
総
体
」
と
、
八
政
策
客
体
V
l
l
「
内
外
の
商
業
(
園
内
商
業
及
び
国
際
貿
易
)
」
が
、
商
業
政
策
(
学
)
固
有
の
問
題
領
域
と
し
て
残
る
と
と
〉
な
る
。
「
商
業
政
策
と
は
商
業
に
対
し
て
直
接
的
に
加
え
ら
れ
る
経
済
政
策
で
あ
る
。
凡
そ
商
業
は
人
類
の
文
化
生
活
と
極
め
て
密
接
な
る
関
係
に
在
り
、
従
っ
て
経
済
政
策
の
各
部
門
、
即
ち
農
業
政
策
、
工
業
政
策
、
金
融
政
策
、
交
通
政
策
、
社
会
政
策
等
々
は
勿
論
政
治
上
、
軍
事
上
、
文
化
上
の
凡
ゆ
る
国
家
の
政
策
は
悉
く
商
業
に
対
し
て
多
少
の
程
度
に
於
て
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
。
乍
併
、
此
等
の
商
業
に
対
し
て
間
接
的
に
影
響
す
る
所
の
政
策
を
悉
く
商
業
政
策
と
称
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
只
商
業
に
対
し
て
直
接
的
に
加
え
ら
れ
る
政
策
の
み
を
商
業
政
策
と
称
す
る
の
で
あ
る
。
故
に
例
え
ば
商
業
に
関
す
る
一
般
法
律
制
度
を
改
善
し
、
商
業
教
育
を
振
興
し
、
或
は
銀
行
金
融
制
度
を
改
善
し
、
交
通
機
関
の
発
達
を
促
進
す
る
政
策
の
如
、
き
は
、
何
れ
も
商
業
の
発
達
に
大
に
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
と
雄
も
、
商
業
に
対
し
て
直
接
施
さ
れ
る
政
策
で
は
な
い
か
ら
乙
れ
を
商
業
政
策
と
称
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
」
(
平
野
氏
前
掲
書
同
頁
)
要
約
し
よ
う
、
牧
入
、
通
信
等
に
関
す
る
大
凡
の
政
治
的
規
制
は
商
業
に
影
響
あ
る
は
云
う
迄
も
な
い
が
、
唯
直
接
に
(
E
2
2
-可
)
意
識
的
に
商
業
に
影
響
す
る
も
の
冶
み
が
、
商
業
政
策
の
範
囲
に
属
す
る
。
故
に
商
業
政
策
は
法
律
、
制
度
及
び
商
業
を
統
御
す
る
統
治
権
の
作
用
た
る
行
政
手
段
と
の
三
要
素
か
ら
成
り
立
つ
。
」
(
フ
ィ
ス
ク
前
掲
書
八
l
九
頁
)
而
し
て
従
来
の
商
業
政
策
(
学
)
で
は
概
し
て
「
教
育
、
私
有
財
産
、
八
政
策
手
段
V
に
問
題
を
集
中
し
て
い
た
(
即
ち
技
術
論
)
と
い
う
乙
と
が
出
来
る
。
し
か
し
商
業
政
策
(
学
)
の
対
象
と
し
て
最
も
強
調
さ
る
べ
き
は
八
政
策
客
体
V
で
あ
り
、
最
も
強
く
要
請
さ
る
べ
き
が
八
理
論
V
即
ち
意
識
さ
れ
た
政
策
客
体
の
充
分
な
分
析
で
あ
る
ー
ー
と
い
う
の
が
私
の
強
い
確
信
で
あ
る
。
(
就
中
吾
国
で
は
)
「
政
策
と
原
理
は
別
個
の
も
の
で
は
な
い
。
経
済
政
策
の
原
理
は
経
済
学
の
原
理
な
の
で
あ
る
。
」
商
業
政
策
が
飽
迄
「
政
策
」
で
あ
る
限
り
、
そ
の
論
点
が
八
政
策
V
即
ち
政
策
手
段
に
集
中
さ
れ
来
っ
た
の
も
、
或
意
味
で
は
、
至
極
当
然
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
有
効
な
政
策
、
合
目
的
々
な
政
策
手
段
と
は
、
そ
れ
が
ま
さ
し
く
適
当
(
m
o
o仲
間
ロ
0
4
[
)
す
る
と
乙
ろ
の
政
策
客
体
(
政
策
対
象
及
び
そ
の
八
与
件
V
と
し
て
の
政
策
の
場
)
の
充
分
な
知
識
、
適
確
な
分
析
を
八
基
礎
V
と
せ
ず
に
は
、
文
字
通
り
商
業
政
策
学
の
系
譜
八
七
経
営
と
経
済
入
入
有
効
、
合
目
的
々
(
N
d〈
2
w
g
r忠
岡
)
な
政
策
、
政
策
手
段
た
り
得
な
い
。
|
|
「
経
済
政
策
の
研
究
は
、
経
済
の
諸
原
理
を
解
明
す
る
い
と
ぐ
ち
と
な
る
。
」
ボ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
の
詩
(
?
)
に
説
く
知
く
|
|
og同
旬
。
ロ
。
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0
・
こ
れ
は
自
明
で
あ
る
。
し
か
し
「
あ
ま
り
に
自
明
な
命
題
で
あ
る
た
め
に
、
そ
れ
が
真
理
だ
と
い
う
こ
と
を
多
く
の
人
々
が
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
o
」
政
策
学
に
お
け
る
政
策
客
体
の
知
識
乃
至
分
析
の
意
義
|
|
ボ
l
ル
デ
ィ
ン
グ
は
乙
れ
を
「
恒
等
関
係
」
(
E
O
E
E
o
ω
)
と
い
う
言
葉
で
次
の
様
に
説
明
し
て
い
る
。
(
前
掲
書
三
|
八
頁
)
「
経
済
的
宇
宙
は
、
社
会
に
お
け
る
す
べ
て
の
経
済
量
|
|
す
べ
て
の
価
格
、
賃
銀
、
利
子
率
、
所
得
、
資
産
、
財
産
権
、
租
税
、
支
出
、
証
券
及
び
財
の
消
費
量
、
あ
る
い
は
蓄
積
量
等
々
ー
ー
を
並
べ
あ
げ
る
と
と
に
よ
っ
て
記
述
出
来
る
o
」
の
様
な
無
数
の
量
の
い
か
な
る
組
合
せ
で
も
、
あ
る
い
は
経
済
的
宇
宙
の
い
か
な
る
八
状
態
V
で
も
、
そ
れ
が
基
本
的
恒
等
関
係
を
お
か
生
産
量
、
し
か
し
「
と
す
様
で
あ
れ
ば
、
明
ら
か
に
成
り
立
た
な
い
の
で
あ
る
o
」
つ
ま
り
「
恒
等
関
係
に
よ
っ
て
、
社
会
的
或
は
経
済
的
宇
宙
が
限
定
さ
れ
、
そ
こ
に
も
の
と
と
の
起
り
得
る
可
能
領
域
が
決
ま
る
。
つ
ま
り
不
可
能
領
域
が
規
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
」
そ
れ
を
無
視
し
た
い
か
な
る
八
政
策
V
も
「
成
り
立
た
な
い
の
で
あ
る
。
」
と
い
っ
て
斯
か
る
「
恒
等
関
係
」
は
特
に
む
つ
か
し
い
定
式
化
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
「
自
明
な
命
題
」
ば
か
り
と
い
っ
て
差
支
え
な
い
。
「
い
く
つ
か
の
例
を
あ
げ
て
み
よ
う
。
吾
々
が
消
費
す
る
量
と
蓄
積
す
る
量
と
の
合
計
は
、
生
産
量
よ
り
多
く
て
も
少
く
て
も
い
け
な
い
。
純
資
本
は
、
純
資
産
の
増
加
以
上
に
増
加
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
労
働
、
土
地
、
資
本
と
い
う
資
源
の
許
す
範
囲
を
越
え
て
恒
常
的
な
生
産
を
続
け
る
こ
と
は
出
来
な
い
c
生
産
プ
ラ
ス
輸
入
が
、
消
費
プ
ラ
ス
輸
出
を
越
え
な
い
な
ら
ば
、
吾
々
は
資
本
蓄
積
を
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
し
、
従
っ
て
将
来
の
生
産
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
も
出
来
な
い
。
国
際
牧
支
の
す
べ
て
の
勘
定
が
同
時
に
黒
字
に
な
る
乙
と
も
出
来
な
い
し
、
す
べ
て
の
国
が
同
時
に
国
際
収
支
の
黒
字
を
も
つ
こ
と
も
で
き
な
い
。
:
:
:
」
勿
論
「
恒
等
関
係
が
す
べ
て
自
明
だ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
発
見
し
叙
述
す
る
の
が
経
済
分
析
或
は
社
会
分
析
の
即
ち
普
通
「
経
済
分
析
」
と
称
せ
ら
れ
る
も
の
、
定
式
化
、
換
言
す
れ
ば
八
政
策
の
基
礎
V
と
し
て
の
八
理
論
V
(
「
純
粋
経
済
学
」
的
な
も
の
l
lこ
れ
に
経
済
社
会
学
的
、
「
国
民
経
済
学
」
的
な
も
の
を
も
私
は
附
加
し
た
い
)
が
そ
れ
で
あ
る
。
而
も
理
論
は
更
に
は
「
提
案
さ
れ
た
一
連
の
政
策
の
意
図
す
る
様
々
の
結
果
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
果
し
て
達
成
さ
れ
る
か
ど
う
か
の
確
率
を
評
価
す
る
た
め
に
:
:
:
同
時
に
そ
の
提
案
自
体
の
価
値
を
評
価
す
る
助
け
に
も
な
る
の
で
あ
る
。
」
|
|
理
論
が
確
立
す
れ
ば
そ
れ
を
「
商
業
政
策
の
効
果
の
吟
味
に
も
容
易
に
応
用
で
き
る
。
」
(
科
学
的
価
値
判
断
の
可
能
性
)
も
っ
と
も
「
経
済
的
宇
宙
中
の
蓋
然
性
の
最
も
高
い
部
分
を
明
ら
か
に
し
た
と
し
て
も
、
最
善
の
政
策
は
何
か
と
い
う
問
題
を
、
未
だ
解
決
し
て
い
な
い
。
と
い
う
の
は
、
蓋
然
性
領
域
の
な
か
だ
け
を
考
え
て
み
て
も
、
シ
ス
テ
ム
中
の
各
種
変
数
と
政
策
と
の
組
合
せ
方
は
無
数
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
こ
而
し
て
「
そ
の
蓋
然
性
の
範
囲
を
更
に
せ
ば
め
て
、
合
理
的
な
政
策
の
選
択
範
囲
を
明
確
に
つ
か
ま
え
る
こ
と
が
出
来
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と
が
近
年
多
く
の
注
意
を
引
い
て
来
た
。
八
厚
生
経
済
学
V
と
し
て
知
ら
れ
る
経
済
分
析
の
領
域
は
大
部
分
乙
の
問
題
に
携
っ
て
い
る
。
」
l
lー
が
、
そ
れ
が
例
え
ヒ
ン
ト
の
一
つ
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
ボ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
の
言
う
如
く
、
五
口
々
の
折
角
辿
っ
て
来
た
考
え
方
を
、
直
ち
に
「
厚
生
経
済
学
」
に
結
び
つ
け
る
容
易
き
に
つ
い
て
は
、
私
は
甚
し
い
疑
惑
と
爵
踏
と
を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。
兎
も
あ
れ
商
業
政
策
(
貿
易
政
策
)
上
、
同
様
視
点
を
有
つ
八
新
し
い
V
も
の
と
し
て
は
l
l
主
要
任
務
の
一
つ
な
の
で
あ
る
こ
同
・
開
・
富
。
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経
営
と
経
済
九
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政
策
客
体
i
i
o。。ロ。
B
K
g
Z
2
ω
o
又
は
R
g
え
の
V
E
n
o
Z
2
2
w
gロ)
が
明
確
に
提
示
さ
れ
〉
ば
、
そ
れ
に
最
も
適
当
し
た
政
策
手
段
も
自
ら
工
夫
、
選
択
な
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
政
策
主
体
、
政
策
目
的
(
4
3
ω
2
J
E
-
-
)
の
合
理
性
、
非
合
理
性
の
検
証
、
或
程
度
の
決
着
づ
け
も
可
能
と
な
る
。
「
例
え
ば
人
が
目
的
だ
と
思
っ
て
い
る
多
く
の
こ
と
が
、
実
は
別
の
ヨ
リ
究
極
的
な
目
的
へ
の
手
段
に
過
ぎ
な
い
と
指
摘
す
る
と
と
も
出
来
る
よ
八
判
断
V
を
誤
っ
た
ム
ダ
な
努
力
や
八
犠
性
V
は
、
可
能
な
限
り
‘
は
ぷ
か
れ
、
天
下
り
的
な
、
或
は
突
拍
子
も
な
い
、
考
え
の
な
い
決
定
、
又
は
そ
の
様
な
決
定
を
下
す
政
治
ヤ
は
斥
け
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
反
面
こ
う
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
l
l
「
不
可
能
な
乙
と
を
政
策
的
考
慮
か
ら
遠
ざ
け
て
や
る
こ
と
は
政
策
立
案
者
に
対
す
る
重
要
な
サ
l
ピ
ス
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
不
可
能
な
こ
と
に
努
力
す
る
の
は
無
駄
な
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
o」
こ
う
で
あ
る
。
以
上
の
吾
々
の
論
理
(
の
可
能
性
)
を
ウ
ェ
l
パ
l
流
に
、
即
ち
些
一
か
し
か
つ
め
ら
し
く
、
し
か
し
厳
密
に
(
学
問
的
に
)
換
言
す
れ
ば
「
意
味
を
も
っ
た
人
間
の
行
為
の
究
極
的
要
素
に
つ
い
て
行
わ
れ
る
思
惟
的
省
察
は
い
づ
れ
も
先
づ
「
目
的
』
と
「
手
段
一
と
の
範
鴎
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
五
日
々
が
具
体
的
に
何
か
を
意
欲
す
る
の
は
「
そ
の
も
の
自
体
の
価
値
の
た
め
」
か
若
し
く
は
究
極
に
む
い
て
意
欲
さ
れ
た
も
の
に
役
立
つ
手
段
と
し
て
で
あ
る
。
ロ
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(
先
づ
疑
い
な
く
科
学
的
考
察
の
対
象
と
な
り
得
る
の
は
、
与
え
ら
れ
た
目
的
に
お
け
る
手
段
の
適
合
性
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
)
吾
々
は
わ
そ
の
時
々
の
吾
々
の
知
識
の
限
界
内
で
)
如
何
な
る
手
段
が
或
る
考
え
ら
れ
た
目
的
に
到
達
す
る
に
適
合
し
て
い
る
か
、
又
は
適
合
し
て
い
な
い
か
を
正
し
く
確
定
し
得
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
使
用
し
得
る
一
定
の
手
段
を
以
て
一
般
に
或
る
一
定
の
目
的
を
達
成
し
得
べ
き
可
能
性
を
考
量
す
る
乙
と
が
出
来
、
ま
た
そ
れ
故
に
間
接
に
は
目
的
定
立
そ
の
も
の
を
ば
、
そ
の
時
の
歴
史
的
状
態
に
基
づ
い
て
実
践
上
有
意
味
だ
と
か
、
文
は
与
え
ら
れ
た
諸
事
情
に
よ
っ
て
は
無
意
味
だ
と
い
う
様
に
批
判
す
る
こ
と
も
出
来
る
。
更
に
若
し
も
或
る
考
え
ら
れ
た
目
的
へ
の
到
達
の
可
能
性
が
与
え
ら
れ
て
い
る
様
に
み
え
た
場
合
に
は
、
勿
論
い
つ
で
も
そ
の
時
の
吾
々
の
知
識
の
限
界
内
に
お
い
て
で
は
あ
る
が
、
必
要
な
手
段
の
使
用
が
、
全
事
象
の
全
聯
関
に
基
づ
い
て
、
所
期
の
目
的
の
達
成
の
ほ
か
に
如
何
な
る
諸
結
果
を
も
た
ら
す
で
あ
ろ
う
か
と
い
う
乙
と
を
も
確
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
そ
こ
で
吾
々
は
行
為
者
を
し
て
、
彼
の
行
為
か
ら
生
ず
べ
き
意
欲
さ
れ
た
結
果
と
意
欲
さ
れ
な
か
っ
た
結
果
と
を
秤
量
す
る
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
所
期
の
目
的
の
達
成
が
予
見
さ
れ
得
べ
き
他
の
諸
価
値
の
段
損
と
い
う
形
で
何
を
『
犠
牲
に
す
る
』
か
、
の
聞
い
に
答
を
あ
た
え
る
乙
と
と
な
る
。
:
:
:
・
:
そ
し
て
か
か
る
秤
量
を
可
能
な
ら
し
め
る
こ
と
は
:
:
:
技
術
的
批
判
(
言
。
F
E
Z
Z
同
ユ
t
w
)
の
最
も
主
要
な
機
能
の
一
つ
な
の
で
あ
る
。
」
(
前
掲
書
)
「
与
え
ら
れ
た
目
的
に
お
け
る
手
段
の
適
合
性
」
、
(
の
g仲
間
5
5
0伊
丹
)
を
問
題
に
す
る
の
み
で
政
策
学
一
般
|
そ
の
「
適
合
性
」
商
業
政
策
学
は
成
立
し
得
る
の
で
あ
る
。
否
!
術
的
価
値
判
断
)
な
の
で
あ
る
。
む
し
ろ
「
科
学
的
考
察
の
対
象
と
な
り
得
る
」
唯
一
の
資
格
を
有
す
る
論
議
(
所
謂
技
斯
く
て
今
や
商
業
政
策
(
学
)
に
お
け
る
八
理
論
V
の
意
義
と
枢
要
は
決
定
的
に
明
白
と
な
っ
た
。
斯
か
る
独
自
の
勝
れ
た
観
点
に
立
つ
(
と
推
わ
れ
る
)
本
邦
文
献
と
し
て
は
|
|
藤
井
茂
「
経
済
発
展
と
貿
易
政
策
」
(
昭
和
三
十
三
年
)
即
ち
同
書
(
三
頁
)
に
日
く
l
l
「
一
般
に
、
政
策
と
は
目
的
に
対
す
る
手
段
の
体
系
を
い
う
の
で
あ
る
が
、
政
策
は
単
に
目
的
に
合
し
た
手
段
を
整
え
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
目
的
そ
れ
自
身
を
設
計
し
、
ま
た
は
与
え
ら
れ
た
目
的
の
妥
当
性
を
判
別
す
る
こ
と
を
も
そ
の
課
題
と
す
る
。
こ
の
場
合
、
政
策
は
現
実
の
中
に
問
題
を
見
出
し
、
そ
の
問
題
の
意
味
、
性
格
な
ら
び
に
諸
関
聯
を
洞
察
す
る
乙
と
に
よ
っ
て
、
乙
れ
を
解
く
乙
と
を
み
申
す
か
ら
の
課
題
と
し
て
受
け
と
る
。
こ
の
段
階
に
お
い
て
は
、
最
初
t乙
見
出
さ
れ
た
閉
じ題
の、は
目、す
的、で
l乙、 lと
応、単
な
る
現
実
の
必
要
と
か
要
請
と
い
う
の
で
は
な
く
て
、
具
体
的
な
政
策
の
目
的
に
ま
で
高
め
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
ず
る
手
段
を
整
え
る
に
当
っ
て
、
そ
の
適
否
の
判
断
の
基
準
と
な
る
も
の
が
理
論
で
あ
る
よ
(
傍
点
筆
者
)
|
|
借
越
乍
ら
、
そ
れ
は
私
の
抱
懐
す
る
、
乃
至
は
今
日
漸
く
辿
り
つ
い
た
一
見
地
で
も
あ
る
。
商
業
政
策
学
の
系
譜
九
経
営
A
と
経
済
力ふ
五
商
業
と
は
何
か
。
商
業
政
策
の
八
客
体
vー
ー
そ
の
メ
ル
ク
マ
ル
た
る
「
商
業
」
の
概
念
、
々
な
る
説
が
行
わ
れ
て
来
た
。
ー
ー
し
か
し
乙
れ
は
大
体
二
大
別
し
得
る
。
「
商
業
本
質
論
」
に
関
し
て
は
、
従
来
種
ω
今
、
試
み
に
八
素
人
V
の
一
人
に
「
商
業
と
は
何
か
」
と
設
問
す
れ
ば
、
彼
が
余
程
の
八
知
識
V
か
八
知
っ
た
か
ぶ
り
V
で
も
な
い
限
り
、
暫
し
思
案
、
途
方
に
く
れ
る
に
違
い
な
い
。
し
か
し
そ
の
回
答
は
大
凡
八
常
識
的
V
な
も
の
に
一
定
し
て
い
る
。
即
ち
「
商
業
と
は
商
品
の
売
買
(
交
換
)
に
よ
っ
て
利
益
を
得
る
乙
と
、
そ
れ
を
持
続
的
に
(
業
と
し
て
)
行
う
こ
と
」
と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
商
業
の
概
念
は
、
そ
の
初
期
に
あ
っ
て
は
、
学
問
的
に
も
、
大
抵
斯
様
な
も
の
で
あ
っ
た
。
即
ち
|
|
「
商
業
と
は
利
益
を
得
る
目
的
を
以
て
財
貨
の
交
換
文
は
購
買
並
び
に
そ
の
再
販
売
を
営
業
と
し
て
行
う
こ
と
で
あ
る
よ
(
W
・
レ
キ
シ
ス
)
「
商
業
と
は
財
貨
の
購
買
、
交
換
及
び
そ
の
再
販
売
を
営
業
と
し
て
行
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
財
貨
獲
得
の
主
要
目
的
は
そ
れ
に
加
工
す
る
乙
と
で
な
く
、
文
そ
れ
を
自
己
消
費
の
用
に
供
す
る
と
と
で
も
な
く
、
そ
れ
を
利
益
を
得
て
転
売
す
る
こ
と
で
あ
る
こ
(
V
・
マ
タ
ヤ
)
「
財
貨
の
購
入
及
び
再
販
売
を
営
業
と
し
て
行
う
乙
と
に
よ
っ
て
、
利
益
を
得
ん
と
す
る
経
済
行
為
で
あ
る
o
」
(
ラ
l
ト
ゲ
ン
)
斯
く
て
は
「
商
業
」
が
八
営
利
V
と
同
意
義
に
解
さ
れ
、
「
商
業
政
策
」
な
る
語
が
八
営
利
政
策
V
の
意
味
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る
世
間
的
八
常
識
V
も
真
に
止
む
な
し
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
在
し (2)
し
か
し
乍
ら
斯
様
な
商
業
概
念
(
仮
に
個
別
経
済
的
商
業
概
念
と
呼
ぷ
)
で
な
く
、
む
し
ろ
商
業
が
生
産
と
消
費
と
の
中
聞
に
介
「
人
的
、
場
所
的
、
時
間
的
懸
隔
の
連
結
」
(
所
謂
の
l
d司
l
q
の
第
二
面
)
|
|
生
産
と
消
費
と
を
結
合
(
リ
所
謂
配
給
)
括
性
と
全
体
性
を
有
す
る
こ
と
、
な
る
c
す
る
社
会
経
済
的
八
機
能
V
、
乃
至
「
国
民
経
済
的
意
義
」
に
注
目
す
る
場
合
、
商
業
な
る
概
念
は
更
に
厳
密
性
と
客
観
性
、
そ
し
て
包
一
部
経
済
学
者
の
参
加
を
も
含
む
と
共
に
、
標
準
的
な
概
念
と
し
て
現
今
の
テ
キ
ス
ト
一
般
(
例
え
ば
吾
国
で
は
増
地
庸
治
郎
氏
の
良
書
「
商
業
通
論
」
昭
和
十
八
年
)
に
採
用
さ
れ
て
い
る
の
が
こ
の
概
念
(
国
民
経
済
的
、
社
会
経
済
的
商
業
概
念
)
で
あ
る
。
即
ち
|
|
「
商
業
と
は
経
済
財
に
於
け
る
自
然
の
場
所
的
欠
知
を
克
服
す
る
こ
と
を
任
務
と
す
る
所
の
生
産
部
円
で
あ
る
o
」
(
R
・ェ
l
レ
ン
ベ
ル
ヒ
)
「
商
業
と
は
合
目
的
性
及
び
経
済
性
の
原
則
に
従
っ
て
組
織
さ
れ
た
世
界
経
済
の
個
々
の
成
員
聞
の
財
貨
の
交
換
で
あ
り
、
そ
れ
は
他
人
の
需
要
の
為
め
に
生
産
さ
れ
た
財
貨
の
所
有
権
の
移
転
(
購
買
と
支
払
)
、
場
所
の
移
転
(
交
通
)
及
び
貯
蔵
(
倉
庫
)
に
よ
っ
て
遂
行
さ
れ
る
o
」
(
J
・
F
・
シ
ェ
ア
)
「
国
民
経
済
的
意
味
に
お
い
て
(岡田
4
0
-
w
項
目
円
仲
間
百
四
回
相
同
町
神
戸
仲
の
町
ゆ
ロ
ω同
ロ
ロ
ゆ
)
商
業
と
は
経
済
財
に
最
高
の
使
用
価
値
を
与
え
ん
が
為
に
す
る
所
の
、
そ
の
場
所
的
並
び
に
時
間
的
媒
介
で
あ
る
o
」
(
グ
ル
ン
ツ
ェ
ル
)
「
商
業
の
任
務
及
び
作
用
は
財
の
生
産
者
と
消
費
者
と
の
人
的
、
場
所
的
並
び
に
時
間
的
分
離
を
克
服
す
る
こ
と
で
あ
る
。
」
(
ボ
ル
ヒ
ト
)「
財
が
製
造
さ
れ
る
と
先
づ
消
費
者
を
見
付
け
、
そ
の
欲
望
に
応
じ
て
必
要
の
数
量
だ
け
供
給
す
る
事
に
依
っ
て
分
配
が
終
る
。
斯
く
の
如
く
最
初
の
生
産
者
と
最
後
の
消
費
者
と
の
聞
に
立
っ
て
財
の
時
間
、
空
間
、
数
量
の
効
用
創
造
を
以
っ
て
仲
介
の
労
を
と
る
所
の
経
済
の
一
部
分
(
吋
F
巳
v
gロ
の
町
。
向
。
。
。
ロ
。
宮
古
ω)
を
称
し
て
商
業
と
い
う
o
」
(
フ
ィ
ス
ク
)
「
直
接
の
生
産
物
交
換
(
物
々
交
換
)
に
お
い
て
は
、
自
己
の
労
働
生
産
物
を
手
放
し
て
他
人
の
労
働
生
産
物
を
手
に
入
れ
る
乙
と
に
な
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
両
行
為
の
聞
に
は
直
接
の
一
致
が
寄
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
流
通
は
こ
の
一
致
を
相
対
立
し
た
販
商
業
政
策
学
の
系
譜
九
三
経
嘗
と
経
済
売
と
購
買
と
に
分
裂
せ
し
め
、
か
く
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ま
た
、
直
接
生
産
物
交
換
の
時
間
的
、
場
所
的
及
び
人
的
制
限
を
打
破
す
る
副
司
J
九
四
の
で
あ
る
o」
(
K
・
マ
ル
ク
ス
)
(
A
・
マ
ー
シ
ャ
ル
)
「
一
般
に
中
間
商
人
の
主
た
る
機
能
は
消
費
者
の
欲
望
及
び
生
産
者
の
供
給
を
研
究
し
、
而
し
て
両
者
を
結
合
す
る
こ
と
に
あ
る
こ
以
上
、
商
業
、
商
業
政
策
の
概
念
を
「
全
体
と
し
て
の
」
経
済
、
経
済
政
策
の
関
聯
裡
に
整
序
す
れ
ば
|
|学繁政済経一
蹴. 
----AE 
社
-'-・
ノ、
「全体としての」経済一一経済学
消費
(消費政策)
分甑
又は
流 通
極圏;
工 業政 策倉庫政策;
(生産政策)¥ l保険政策;
l交通政策;
{金融政策 L
直=玄|
交換「部門経済」生産
農業政策
/ 
経済政策
し
か
し
、
乙
、
に
表
示
さ
れ
た
の
は
、
文
字
通
り
「
商
業
」
、
ト
)
等
の
名
、
乃
至
は
先
の
彼
等
に
よ
る
「
商
業
」
の
定
義
が
象
徴
す
る
如
き
そ
れ
で
あ
っ
て
も
、
新
し
い
商
業
政
策
学
(
ハ
l
パ
ラ
i
の
象
徴
す
る
そ
れ
)
に
お
け
る
そ
れ
で
は
決
し
て
な
い
。
就
中
吾
国
に
お
け
る
極
く
あ
り
ふ
れ
た
、
深
長
を
欠
い
た
取
扱
い
に
往
々
見
ら
「
商
業
政
策
」
の
概
念
、
即
ち
グ
ル
ン
ツ
ェ
ル
、
フ
ィ
ス
ク
(
ポ
ル
ヒ
れ
る
如
く
、
即
ち
前
表
に
つ
い
て
言
え
ば
|
|
業
/国内商業
¥ 醸 商業
(外国貿易T
商業政策
蹴
蹴
蜘
業
業
政
商
商
易
内
国
貿
/
¥
 
商
と
併
記
す
る
こ
と
は
ー
ー
そ
の
便
宜
さ
に
強
い
魅
力
が
あ
る
も
の
、
|
|
決
し
て
許
き
れ
な
い
。
政
策
の
干
渉
対
象
は
、
個
人
た
る
商
人
の
営
利
行
為
で
あ
り
、
外
国
商
業
政
策
の
干
渉
対
象
は
、
「
グ
ル
ン
ツ
ェ
ル
は
い
う
。
内
国
商
業
一
国
を
共
同
経
済
(
の
O
B
Zロ
項
目
円
2
8
。E
S
-
-私
経
済
の
、円
o
g
-
ω
g
B
と
は
見
な
い
で
1
1
す
な
わ
ち
一
大
経
済
組
織
体
(
ぬ
片
岡
高
間
同
Oω
。
。
円
伺
ωロ同
ω同AW
円
丹
市
W
4
ユ
ω
の
町
民
己
古
F
O
何
時
ロ
F
O
伊
丹
)
と
見
る
場
合
の
全
国
の
経
済
行
為
で
あ
る
と
。
」
(
桑
原
氏
前
掲
書
一
九
頁
)
l
l国
民
経
済
学
的
概
念
規
定
。
し
か
し
新
し
い
概
念
の
定
立
の
た
め
に
は
、
更
に
包
括
的
な
、
質
的
に
も
よ
り
組
織
立
ち
、
根
底
づ
け
ら
れ
た
商
業
概
念
を
必
須
と
す
る
。
l
l
ハ
l
パ
ラ
l
(純
粋
経
済
学
的
概
念
規
定
)
さ
え
不
充
分
な
の
で
あ
る
。
V
に
透
か
勝
る
概
念
の
創
成
が
期
待
さ
れ
る
。
一
国
と
他
国
と
の
経
済
的
社
会
的
交
渉
下
生
れ
出
づ
る
諸
種
の
問
題
は
、
国
民
経
済
の
範
鴎
乃
至
そ
の
単
な
る
応
用
で
は
到
底
把
え
難
一
般
経
済
l
i八
「
全
体
と
し
て
の
」
経
済
く
、
解
決
し
難
い
。
比
輸
を
用
い
れ
ば
乙
う
で
あ
る
。
即
ち
一
般
経
済
政
策
(
国
民
経
済
政
策
)
が
八
モ
ノ
ラ
ル
V
な
ら
ば
、
国
際
商
業
商
業
政
策
学
の
系
譜
九
五
経
営
と
経
済
九
六
政
策
(
貿
易
政
策
)
は
〈
ス
テ
レ
オ
V
で
あ
る
と
。
ま
し
て
貿
易
政
策
を
農
業
政
策
、
工
業
政
策
:
・
:
:
:
等
と
「
併
立
す
る
」
商
業
政
策
即
ち
「
経
済
政
策
の
一
部
分
」
と
し
て
の
園
内
商
業
政
策
と
混
同
、
同
視
す
る
「
通
説
」
の
如
き
は
、
も
っ
て
の
他
と
い
う
べ
乱
き
で
あ
ろ
う
。
「
従
来
の
通
説
に
よ
れ
ば
、
国
民
経
済
は
そ
の
産
業
の
種
類
に
従
っ
て
、
農
業
経
済
、
工
業
経
済
、
商
業
経
済
、
金
融
経
済
、
交
通
経
済
等
の
諸
部
門
に
分
れ
、
そ
れ
に
応
じ
て
国
民
経
済
政
策
も
農
業
政
策
、
工
業
政
策
、
商
業
政
策
、
金
融
政
策
、
交
通
政
策
の
諸
部
門
に
分
れ
る
。
而
し
て
商
業
経
済
は
更
に
分
れ
て
園
内
商
業
お
よ
び
外
国
貿
易
の
二
部
門
と
な
り
、
そ
れ
に
応
じ
て
商
業
政
策
も
更
に
国
内
商
業
政
策
お
よ
び
外
国
貿
易
政
策
の
二
部
門
と
な
る
。
:
・
:
:
:
そ
の
聞
に
は
軽
重
先
後
の
別
は
あ
り
得
ず
、
い
づ
れ
も
対
等
の
地
位
に
お
い
て
併
立
す
る
も
の
で
あ
る
、
と
よ
(
油
本
氏
前
掲
書
十
六
i
七
頁
)
加
う
る
に
、
五
口
々
の
科
学
と
て
も
、
そ
の
「
現
実
の
要
請
」
l
l国
際
的
被
拘
束
性
|
1
「
国
家
的
被
拘
束
性
」
で
な
く
|
|
の
急
進
的
増
大
を
看
過
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
嘗
っ
て
グ
ル
ン
ツ
ェ
ル
は
「
五
口
々
に
は
国
際
経
済
政
策
は
存
在
し
な
い
。
五
日
々
に
は
国
民
経
済
政
策
の
一
部
と
し
て
の
対
外
経
済
政
策
あ
る
の
み
」
と
断
じ
得
た
。
し
か
し
良
か
れ
悪
し
か
れ
「
資
本
主
義
は
経
済
制
度
の
古
い
孤
立
性
体
へ
と
結
合
」
と
封
鎖
性
を
(
し
た
が
っ
て
ま
た
精
神
生
活
お
よ
び
政
治
生
活
の
狭
さ
を
も
)
破
壊
し
て
、
世
界
の
す
べ
て
の
国
を
単
一
の
経
済
的
合
一
(
N
・
レ
l
ニ
ン
)
し
っ
、
あ
る
。
「
す
べ
て
の
国
の
利
益
の
た
め
に
諸
国
の
対
外
経
済
政
策
を
調
整
す
る
国
際
経
済
政
策
へ
の
要
望
が
高
ま
っ
て
き
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
o
」
(
ボ
!
ル
デ
ィ
ン
グ
)
し
か
ら
ば
吾
々
の
八
方
法
V
-
-
-
「
経
済
学
の
方
法
」
は
い
か
な
る
点
に
お
い
て
そ
の
特
性
を
有
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
又
有
す
べ
き
な
の
で
あ
る
か
。
〔
未
完
〕
